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三
遊
亭
円
朝 

本
名
は
出
淵
次
郎
吉
。
江
戸
の
湯
島
切
通
片
町
（
現
在
の
文
京
区
湯
島
四

丁
目
）
に
生
ま
れ
る
。
父
は
落
語
家
の
橘
屋
円
太
郎
。
七
歳
の
時
に
小
円
太

の
名
で
寄
席
に
初
出
勤
し
、父
の
師
匠
で
あ
る
二
代
目
三
遊
亭
円
生
に
入
門
。

十
三
歳
の
時
に
浮
世
絵
師
歌
川
国
芳
の
も
と
で
絵
を
学
ぶ
。
二
十
歳
の
頃
に

道
具
を
用
い
る
鳴
り
物
入
り
の
噺
を
工
夫
す
る
。
寄
席
に
出
勤
し
た
折
、
円

朝
の
用
意
し
た
噺
を
師
匠
の
円
生
が
先
に
演
じ
て
し
ま
う
こ
と
が
続
き
、
そ

れ
を
き
っ
か
け
に
自
ら
噺
を
創
作
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
二
十
一

歳
の
時
に
初
め
て
創
作
し
た
怪
談
噺
「
累
ね
草
紙
」
は
、
現
代
に
伝
わ
る
「
真

景
累
が
淵
」
の
原
型
か
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。
明
治
三
十
三
（
一
九
〇
〇
）

年
に
六
十
二
歳
で
死
去
、
谷
中
の
全
生
庵
に
埋
葬
さ
れ
た
。
代
表
作
に
「
怪

談
牡
丹
灯
籠
」「
真
景
累
が
淵
」
の
ほ
か
、「
塩
原
多
助
一
代
記
」「
怪
談
乳
房

榎
」
「
名
人
長
二
」「
心
眼
」
な
ど
が
あ
る
。 

円
朝
の
口
演
し
た
噺
の
多
く
は
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
頃
か
ら
普
及

す
る
速
記
術
に
よ
っ
て
書
き
取
ら
れ
、
単
行
本
（
速
記
本
）
や
新
聞
連
載
の

か
た
ち
で
発
表
さ
れ
た
。
全
集
に
、
春
陽
堂
版
「
円
朝
全
集
」（
昭
和
元
～
三
）
、

角
川
書
店
版
「
三
遊
亭
円
朝
全
集
」（
昭
和
五
十
～
五
十
一
）
、
岩
波
書
店
版

「
円
朝
全
集
」（
平
成
二
十
四
～
二
十
八
）
が
あ
る
。
詳
し
い
年
譜
は
岩
波
書

店
版
「
円
朝
全
集
」
別
巻
二
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

出
典 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

本
文
は
「
円
朝
全
集
」
第
一
巻
（
岩
波
書
店 

平
成
二
十
四
）
に
よ
っ
た
。

教
科
書
表
記
の
統
一
に
よ
る
変
更
の
ほ
か
は
、
本
文
に
異
同
は
な
い
。 

『
怪
談
牡
丹
灯
籠
』
の
初
出
は
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
に
東
京
稗
史

出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
全
十
三
編
の
単
行
本
で
あ
る
（
三
遊
亭
円
朝
口
演
・

若
林
玵
蔵
筆
記
）
。
旗
本
の
飯
島
平
左
衛
門
と
下
男
の
黒
川
孝
助
を
中
心
と

す
る
敵
討
ち
の
物
語
と
、
平
左
衛
門
の
娘
お
露
と
浪
人
の
萩
原
新
三
郎
を
中

心
と
す
る
怪
談
と
が
交
互
に
語
ら
れ
る
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
掲
載
箇
所
は

お
露
・
新
三
郎
の
怪
談
の
一
部
で
あ
る
。 

東
京
稗
史
出
版
社
か
ら
同
年
に
出
版
さ
れ
た
別
製
本
に
は
、
春
の
や
お
ぼ

ろ
（
坪
内
逍
遙
）
が
序
文
を
寄
せ
て
お
り
、
「
句
ご
と
文
ご
と
に
う
た
た
活

動
す
る
趣
あ
り
て
、
宛
然

さ

な

が

ら

ま
の
あ
た
り
萩
原

某そ

れ

に
面
合
は
す
る
が
如
く

阿お

露つ

ゆ

の
乙
女
に
逢
見
る
心
地
す
」
と
、
作
中
人
物
を
あ
り
あ
り
と
描
き
出
す
円

朝
の
芸
を
称
賛
し
て
い
る
。 
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語
句
の
研
究 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●
一
七
九
ペ
ー
ジ 

下
14
蚊
帳 

就
寝
時
に
寝
床
へ
蚊
が
来
る
の
を
避

け
る
た
め
に
、
室
内
に
吊
っ
て
用
い
る
も
の
。
麻

製
の
も
の
が
一
般
的
。 

下
15
節
穴 

木
の
板
の
節
の
部
分
が
抜
け
て
で
き

た
穴
。 

キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト 

下
15
牡
丹
花
の
灯
籠 

牡
丹
の

花
の
飾
り
が
つ
い
て
い
る
灯
籠
。
灯
籠
は
、
枠
に

紙
を
貼
っ
た
も
の
の
中
に
灯
火
を
入
れ
た
照
明

具
。
屋
外
で
用
い
る
。
こ
の
場
面
は
八
つ
（
午
前

二
時
頃
）
の
出
来
事
を
描
い
て
い
る
。
深
夜
、
女

中
の
お
米
が
灯
籠
を
手
に
提
げ
、
主
人
の
お
露
の

足
も
と
を
照
ら
し
な
が
ら
歩
い
て
く
る
。
暗
闇
の

な
か
に
、
灯
籠
の
花
飾
り
、
振
り
袖
の
秋
草
模
様
、

長
襦
袢
の
緋
色
な
ど
、
華
や
か
な
装
飾
や
色
彩
が

照
ら
し
出
さ
れ
て
い
る
様
子
を
想
像
し
な
が
ら

読
み
た
い
。 

下
16
文
金
の
高
髷 

文
金
高
島
田
。
武
家
の
女
性
が

結
う
髪
型
。
こ
こ
で
は
お
露
が
文
金
の
高
髷
に
結

っ
て
い
る
。 

下
17
緋
縮
緬 

緋
色
の
縮
緬
。
緋
色
は
濃
い
赤
色
。

縮
緬
は
絹
織
物
の
一
種
で
、
布
地
の
面
に
細
か
な

で
こ
ぼ
こ
が
あ
る
。 

下
17
長
襦
袢 

襦
袢
は
和
服
を
着
る
際
に
肌
着
と

し
て
着
る
も
の
。
上
半
身
か
ら
腰
あ
た
り
ま
で
の

長
さ
の
も
の
を
半
襦
袢
と
い
い
、
上
半
身
か
ら
下

半
身
ま
で
の
長
さ
の
も
の
を
長
襦
袢
と
い
う
。 

下
19
焼
熱
地
獄 

原
文
の
表
記
は
「
焼
熱
地
獄
」
だ

が
、
仏
教
語
と
し
て
は
「
焦
熱
地
獄
」
が
正
し
い
。

焦
熱
地
獄
は
八
大
地
獄
の
一
つ
で
、
殺
生
・
偸
盗
・

邪
婬
・
妄
語
・
飲
酒
・
邪
見
の
者
が
お
ち
る
地
獄
。 

キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト 

下
20
御
札 

御
符
。
新
三
郎
が

新
幡
随
院
の
良
石
和
尚
か
ら
幽
霊
除
け
と
し
て

授
け
ら
れ
た
も
の
。 

下
20
陰
鬼 

幽
霊
。
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鑑
賞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ま
ず
は
、
冒
頭
か
ら
「
焼
熱
地
獄
に
墜
ち
た
る
苦
み
で
す
」
ま
で
、
新
三

郎
が
戸
の
節
穴
か
ら
外
を
見
る
様
子
（
「
新
三
部
は…

覗
い
て
見
る
と
」
）、

新
三
郎
の
見
た
幽
霊
た
ち
の
姿
（
「
毎
時
の
通
り…

緋
縮
緬
の
長
襦
袢
」
）、

新
三
郎
の
心
情
（「
其
綺
麗
な
事…

苦
み
で
す
」）
が
、
ひ
と
続
き
に
語
ら
れ

て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
。
語
り
手
は
、
は
じ
め
は
新
三
郎
の
様
子
を
俯
瞰

的
に
語
り
、
途
中
か
ら
新
三
郎
そ
の
人
に
な
り
か
わ
っ
た
よ
う
に
語
っ
て
い

る
。
こ
こ
に
は
、
一
人
の
落
語
家
が
作
中
の
情
景
を
描
写
し
、
か
つ
登
場
人

物
を
も
演
じ
る
と
い
う
落
語
独
特
の
自
在
な
語
り
が
見
ら
れ
る
。
後
半
の
幽

霊
た
ち
の
描
写
も
こ
れ
と
同
様
で
あ
る
。
ま
ず
は
そ
の
行
動
が
描
写
さ
れ

（
「
萩
原
の
家
は…

後
へ
下
が
り
」
）
、
次
い
で
幽
霊
ど
う
し
の
会
話
に
な

る
。
会
話
の
場
面
で
は
、
落
語
家
は
一
人
で
二
役
を
演
じ
分
け
る
。 

次
に
、
登
場
人
物
の
心
情
の
対
比
を
味
わ
い
た
い
。
前
半
で
は
新
三
郎
の

恐
怖
心
が
、
後
半
で
は
お
露
の
恋
情
が
焦
点
化
さ
れ
て
い
る
。
新
三
郎
は
お

露
が
幽
霊
で
あ
る
と
は
知
ら
ず
に
家
に
招
き
入
れ
、
逢
瀬
を
重
ね
た
が
、
隣

人
か
ら
お
露
が
幽
霊
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
と
心
変
わ
り
し
、
良
石
和

尚
か
ら
授
か
っ
た
海
音
如
来
の
お
守
り
を
身
に
つ
け
、
幽
霊
除
け
の
御
札
を

家
に
貼
り
、
雨
宝
陀
羅
尼
経
を
読
ん
で
幽
霊
の
来
訪
を
避
け
よ
う
と
す
る
。

掲
載
箇
所
は
、
新
三
郎
が
御
札
を
家
に
貼
っ
た
後
、
蚊
帳
の
中
で
お
経
を
読

ん
で
い
る
と
、
お
露
と
供
の
女
中
の
お
米
が
新
三
郎
の
家
に
来
る
い
つ
も
の

時
刻
（
八
つ
＝
午
前
二
時
頃
）
に
な
り
、
二
人
の
足
音
が
聞
こ
え
て
家
の
前

で
止
ま
っ
た
の
で
、
新
三
郎
が
恐
怖
を
お
ぼ
え
な
が
ら
節
穴
か
ら
外
を
見
る

場
面
で
あ
る
。
新
三
郎
に
と
っ
て
お
露
は
、
も
は
や
恋
人
で
は
な
く
恐
怖
の

対
象
で
あ
る
が
、
お
露
か
ら
す
れ
ば
新
三
郎
の
突
然
の
心
変
わ
り
が
理
解
で

き
な
い
。
「
逢
せ
て
く
れ
な
け
れ
ば
私
し
は
帰
ら
な
い
よ
」
と
い
う
発
言
に

お
露
の
切
な
い
恋
心
を
見
る
か
、
執
着
心
を
見
る
か
は
、
読
み
手
に
よ
っ
て

分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
正
解
を
ひ
と
つ
に
定
め
ず
、
自
分
は
ど
う
感
じ

る
か
、
な
ぜ
そ
う
感
じ
る
か
を
考
え
さ
せ
た
い
。 

な
お
、
牡
丹
の
灯
籠
を
提
げ
た
女
性
（
幽
霊
）
が
恋
人
の
男
性
の
も
と
に

通
う
話
は
明
の
『
剪
灯
新
話
』「
牡
丹
灯
記
」
を
源
流
と
す
る
。
こ
れ
を
翻

案
し
た
物
語
に
浅
井
了
意
の
仮
名
草
子
『
伽
婢
子
』（
寛
文
六
）
の
「
牡
丹

灯
籠
」
が
あ
り
、
円
朝
は
こ
れ
に
拠
っ
て
い
る
。
詳
し
く
は
延
広
真
治
「
怪

談
牡
丹
燈
籠
」
（
『
幽
霊
名
画
集
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

（
佐
藤
至
子
） 


